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Ｉ。はじめに
平成９年度の中央教育審議会
・教育課程審議会
の動向をみると
，平成12年に教育課程の改訂，平
成14年に完全実施が行われそうな気配である
。
その改訂では
，学校５日制の実施とともに，社
会の急激な変化に対応すべく新たに設置される総
合科による既存の教科の見直しが迫られる
。
社会科においても
，情報・環境・国際化などの
領域が総合科での学習となれば
，今以上に目標や
教科の内容の吟味がされていかなければならない
。
そのため
，本論文では社会科授業の中で，何に
視点をあてればよいのかを明らかにする
。そして，
児童が創造的に社会を考えていくことのできる思
考を，授業の中に組み込むことの大切さを，改め
て考え直していく。
ｎ。視点の構造と働き
１．認知心理学の視点
認知心理学では
，視点を，2つに分類している。
一つは動的視点，もう一つは静的視点,である。動
的視俶とは
，動きつつある時の視点であるｏ動い
ている時の見え方とは
，不定形な変化のプロセス
である。これに対して，静的扎曵とは，あくまで
も動的な視点の中の
ひとつである
。流動
モデルからみると
，
固定した視点からの
見えも
，あくまで動
きの中での途上にあ
図１　影で表される異なる図形る視点の
一つである。
例えば
，図１のクラインのエルゲラン・プログ
ラムと呼ばれる論文1)にある，幾何学を知覚心理
学に適用する方法の図は
，対象をスクリーンに映
し出すことを意味する図である
。スクリーンの傾
きを変えれば
，そこにできる図形は無限となる。
この無限にできる図形は動的視点での変化であ
り
，その中のーつ一つは静的視点,で見ることので
きる変化の中の瞬間の図形といえる
。このように，
２つの類型があることは
，視点を扱う場合，考え
ておかなければならない。
また
，視点は単に空間的な位置を占めるものと
とらえることが多い
。視点を考えるには，空間だ
けではなく
，時には，時間軸の行き来をもって，
対象の現れも変化しているということを取り扱わ
なければならない
。視点には，こうした動的視点
と静的視点の関係が有りながらも
，多くの場合は
混同され
，視点ということでまとめられてしまう。
そうなれば
，静的視点,は動的視点の一部を見てい
るにすぎないのであるということを
，見落とすこ
とになりかねない。視点を扱うには，視点を構造
的に見る必要があるＯ２．視点の構造
宮崎清孝氏は
，視点の構造を，図２のような形
で表している。2）
直接的視点→ 見えノ　　　ヘ
間接的視点‾ コ⊇詰，に
図２　視点の二重構造
普段
，主体である我々が見るというときには，
対象を直接的に見ている
，図２の直接的視点であ
る
。この時の見えは，対象がどのようなものかを
知るための，情報を得たという見えである。これ
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は変化の中のある一部であるので
，静的視点によ
る見えの状態ということができる
。
しかし
，対象が何か（ｒeality）ということを
問う時には
，その本質を問うているのである。図
２の中で
，対象と書かれているものは本質つまり
概念を表している
。つまり，重要な特徴や属性も
考えなければならないのである
。本質を導き出す
ためには
，どめような連続的変化の中に位置づい
ている部分なのかを把握しなければならない
。
その時の視点は
，直接的のものではなく，対象
を通しての視点め二重構造である
，見えない部分
までも見ようとする間接的視点ということになる
。
このような
，視点の二重構造を理解し，見えな
のか
，対象の概念なのかを把握することは，視点
を考える上で重要になる
。
３．視点の働き
宮崎氏は，視点の設定について次のように述べ
ている。
「視点を設定するとは
，…中略…読み手が三
次元的な性格をもった仮想的世界を生成し
，そ
の中に仮想的な自己を派遣することである
。そ
のとき読み手は仮想的な世界の中で適切な1点
をさがしだし
，そこに仮想的自己を配置する。
同時に
，作品の中に現れる諸対象をこの世界に
配置してみる
。仮想的自己と諸対象の配置が
“決まっだとき
，1つの鮮明なイメージが視
点から見られた見えとして生成される
。」3）
また
，ギブソンｏによれば，視点に含まれる情
報を視点特定情報と外界特定情報という二重の情
報に区別している
。つまり，対象の知覚とともに，
対象の見えやその変化のあり方の中に
，自分の視
点の位置やその動き方の情報が含まれているとい
うのである。
このように視点の設定を意識することは大切で
ある。その具体的な方法として，佐伯胖氏の2つ
の視点の働きをあげる。
一つは，認識対象の周りを，くまなく包囲する
ことで対象の全体を見渡し
，視点を空間的・時間
的に移動させ
，大きな文脈の中での位置づけをはっ
きりざせるというものである
。また，もう一つは，
認識対象の中に入り込んで
，対象になりきって活
動をしていく，視点の擬人化の方法である。
この２つの視点の働きを理解し
，意識的に使う
ことにより
，２つ は相補完的になり，視点
の働きを高めることになる。
Ⅲ。創造的思考
１．可能的世界の連続
創造性は社会の要請もあり
，これまでに教育の
中においても育てる必要があることがいわれてき
た
。しかし，その定義を十分にされなまま，今
日まで生かされることはなかった。
社会科教育で扱う創造性は
，教科の特性から，
子どもに捉えさせなければならない事象の概念と
の関連で述べていかなければならない
。
岩田一彦氏は社会科学習における創造について
，
次のように述べている。
「生徒の学習過程は
，生徒自身の最先端で情
報間の関係を発見するという創造的活動を行っ
ている
。社会科学習の立場で言うならば，社会
事象間の因果関係を発見していく過程は
，創造
活動の中核をなす
。すなわち，社会科における
創造力の育成とは
，社会事象間の因果関係を発見
していく能力の育成と定義することができる
。」5）
では
，社会科で社会事象間の因果関係をつなぎ
あわせるとはどういうことなのであろうか
。この
ことを考えるにあたり
，佐伯氏がライプエッツの
匚可能的世界」について説明しているものを考え
てみる。
「ライプユッツは
，『現実の世界』のほかに，
常に無限に多様な『可能的世界』があると考
えた
。そして，『現にそこにそれがある』い
うのは
，それらの『可能的世界』のうち，最も
適切な世界が選択された結果である
，と考えた
のである
。そこで，わしたちは，現実のもの
を前にしたとき
，もう一度色々な『可能的世界』
をよびもどしたうえで
，その中での選択として
の「現実の世界
」を確認するのである。」6）
この可能的世界を
，さらにピアジェの三つ山問
題の実験を例に解釈している。
山を見た被験者は
，同じ山の裏側に家がある写
真を見れば
，山によって家が隠れていたことを理
解する
。このときの理解がなぜ起こるのかに着目
すれば，ライプエッツの可能的世界の存在が浮上
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してくる。
山の表側は自分の視点で現実に見えた山であり
，
その視点をぐるっと半周させたときの視点が写真
の山である
。しかし，山の表→裏まで連続して頭
の中で動かしてみると
，途中でわからないところ
がでてくる
。その部分を自分なりに仮想的に補充
し
，反対側まで連続して移動できたとき，写真と
同じ風景が頭の中で出来上がる
。そのとき，仮想
的に生成されていたものが
，山の裏の風景に取っ
て代わられる。7）
もし
，この写真が，途中で仮想的に補充されな
かったらどうなるのであろうか
。表側と写真の山
は
，それぞれ別な地点の風景で，互いの写真の共
通項である同じ山の裏表というものはなくなって
しまう。
つまり
，可能的世界は私の俔曵からスタートし，
現実とイメージを連続的に結び付けることによっ
て
，対象を実感として捉え，深まりを見せていく
というのである。
これを視点の構造に当てはめて考えてみれば
，
ある視点の見えから対象を捉え
，頭の中で自分な
りの補充をしつつ
，可能的世界を経由して，本質
まで視点を連結させていかなければならない
。そ
うすることで
，本質を見つけ出すことができる。
この可能性の連続体をつなぎあわせていく思考こ
そ
，視点を用いた創造的思考である。
実際にこうした思考を
，具体的に社会科授業に
おいて意図的に導入しなければならない
。
２．社会科における創造的思考
佐伯氏の可能世界の連続と
，岩田氏のいう創造
力を考え合わせるなら
，社会を構成する諸要因を
つなぎあわせることが必要である
。そして，概念
化して新たなる知識としていくことが大切になる
。
多くの社会科授業では
，現象的な社会現象だけ
をとらえてしまい
，社会事象を包む諸要因の構造
化が考えられているものは少ない
。また，子ども
たちも
，ある一面を学習することで，社会事象が
分っ･だつもりになってしまう
。社会は，様々な要
素によって構成されている
。そのため，ある一面
の見えでとらえて
，社会を理解したということは
できないＯ児童は概念を獲得するため
，諸要因を
つなぎあわせる思考が必要となる。
多くの現象的因果関係をつかめば
，そこからは
佐伯氏のいう可能的世界を現実化させねばならな
い
。さらに社会科らしくいうならば，仮想世界を
頭の中で連続させ
，現象面をつなぎあわせ，推理
しなければならない
。この本質的因果関係を導き
出寸思考こそ
，社会科での創造的思考である。
社会認識を育てるには
，事象の側面を多面的に
捉え
，側面（見え）と側面（見え）を仮想世界で
つなぎあい
，―つの概念へとしていかねばならな
い
。しかし，いかに仮想世界で様々な側面を連結／‾”
させ
，現実を理解しても，社会事象は流動的であ
り
，側面も増えたり減ったりする。そのため，事
象の複雑さを
，完璧につなぎあわすことを目指す
のではなく
，社会の見方，本質を見つける思考法
を社会科では学習するようにさせたい
。
社会科での創造的思考は
，事象の側面と側面を，
子どもの頭の中の仮想世界で連続的に推理させ
，
本質的因果関係を導き出させる思考と定義できる
。
そのため事象の本質的な因果関係を探るためには
，
原因一結果の形で研究されている社会諸科学の研
究成果を教師の側は徹底的に分析し
，社会科授業
設計に組み込むことが大切になる。
Ⅳ。視点，創造的思考を組み込んだ社会科学習過
程
１
．視点，創造的思考による社会科認識の形成
社会科教育では
，社会諸科学の研究成果をいか
していくことが重要である
。内容視亟で社会諸科
学の研究成果を利用し
，さらに創造的思考を用い
て新たなる知識へと発展させていくということは
，
どのような知識の成長をしているといえるのだろ
うか。
森分孝治氏の社会事象に関する知識の構造では
，
知識の成長を台形でとらえ
，下位から上位へと成
長する様子をあらわしている
。その際，台形の中
には
，多くの社会諸科学がつまっている状況をあ
らわしている。そのことについて
，森分氏は次の
ように述べている。
｢｢歴史学
，地理学，政治学，経済学，社会学
等は互いに影響し合い相補いながら
，歴史的事
象
，地理的事象をふくめた広義の社会的事象に
関する科学的知識を発展させてきている。｣8)
― 93 ―
つまり
，科学的知識の獲得のためには，そうし
た社会諸科学の構造の理解が必要となる
。では，
先ほどの成長ということになると厂どう表せるで
あろうか。
これについて森分氏は
，知識の台形は拡大する
と述べている
。このように，科学的知識を成長さ
せるためには
，知識の量的拡大と質的深まりを見
る
ことが大切である。
森分氏の論とこれまでの研究を重ねると
，社会
諸科学の成果を社会科授業に取り入れる際には
，
内容の視点をはずすことはできないということを
確認することができる
。また，内容の視点だけ
拡大するのではなく
，深化させるために方法の視
点を活用して認識を体系化させる事も必要である
。
２
．視点，創造的思考による市民的資質の形成
視点
，創造的思考を社会科授業に組み込むこと
で
，社会認識は育成することはできる。では，社
会科教育のもう一つの目標である市民的資質の形
成にはどう活用されるのであろうか
。
剛　インタラクションによる問題解決
認知心理学で
，２人の内容の理の過程といっ
た観点によるインタラクションの実験が行われて
いる9)。
ミシンはどのようにして布を縫うかということ
にたいして
，Ａ・Ｂ二人の被験者がどのよな理
解を進めていくかという事に対しての解答分析を
している
。すると，インタラクションによる問題
解決の場面では
，Ａの答えに対してＢが異なる観
点で検討することによって理解が成長している
。
つまり
，ある問いに対して，Ａは答えを言うこ
とで
，知識がなくなる。しかし，ＢはＡとは別な
経験に基づいているので
，チェックする知識をま
だ持っている
。そこで，再びＢはＡに対して質問
をする
。Ａは自分の答えを相手が，まったく別な
観点あるいはレベルから検討してくれることで新
たなるレベルの理解へと深化していくＯこの実験
には
，共同問題解決の利点が実験結果として示さ
れている
。さらに，インタラクションによる問題
解決では
，課題遂行係とモニター係という役割分
担が明確になっていることが報告されている
。
本研究において
，社会の中にある論争問題は，
このインタラクションの理解により，互いの理解
をより厳密に確認しあい
，問題解決に迫れるので
はないかと考える
。では，具体的に社会科教育で
は
，どう扱うことが可能なのだろうか。
（2）社会科教育に生かすモニタリング能力
社会科教育で目指す市民的資質としては
，これ
まで多様に論議されてきているので簡単にまとめ
る
ことはできない。
小原友行氏は公民的資質について「科学的な事
実認識と反省的に吟味された価値判断に基づく意
思決定力
」10）と述べている。
また
，今谷順重氏は，これからの個人のおり方
として次のように述べている
。
厂真の生活の豊かさと価値や文化の多様性を
追求していくことができ
，主体的に自己決定し
理性的に行動することのできる自立した個人の
存在が大前提にならなければならないよ1）
どちらも
，直接，市民的資質について述べたも
のではない
。しかし，国際化，情報化といわれ，
価値観の多様な社会での
，市民的資質について考
えるとき
，参考となる意見である。
では
，「反省的に吟味された価値判断」あるい
は厂主体的な自己決定」といったものは社会科教
育においてどのように育成すべきなのだろうか
。
ここで
，そ一つの有効な方法と七て恒常的な
社会問題に対しての討論場面を，授業に取り入れ
ることが必要になる。
討論を授業過程の中に組み込んでいくというこ
とは
，論題に対して，自分なりの視点を持つこと
になる
。しかし，科学的知識でないものは，小原
氏のいう価値判断がいいかげんなものになる
。ま
た
，個人の立場での主体的な自己決定がせるか
どうかということも，討論の授業の有効なポイン
トである。
認識を深めていく段階では
，視点は主に統合さ
れていく方向で活用されてきた
。しかし，価値判
断の場合は
，比較視点が重要なポイントになって
くる
。これを認知心理学の用語でモニタリングと
いう
。インタラクションの理解では，課題遂行係
とモニター係という役割分担が明確にすることが
明らかにされている
。モニタリングを行っていく
ためには
，自己の視点を明らかにしたうえで，他
の視点との比較を行うということになる。比較を
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することで
，理解は進み，知識の成長がなされ，
自己の視点,ははじめの段階とは異なる
，新たなる
視点へと高まる
。こことは，寺尾健夫氏12)も討
論場面で
，視点を生かし，認識内容の間主観化と
いうことで提案している。
モニタリングをしていく力
，モニタリング能力
の育成をすることで
，授業過程の中では確かな科
学的知識のもとに意志決定ができるようになる
。
つまり
，モニタリング能力の育成は，討論を通し
て形成されていく市民的資質ということになる
。
また
，こうしたモニタリングによる意志決定をし
ていく過程を
，社会科の授業設計の中にも取り入
れることは，視点による理解を高めていくことに
つながる。
また
，価値判断をする際，現在だけに視点を当
てるのでは
，視点の構造から見れば一面的という
ことになる
。再び繰り返すが，今見ている事象は
時間軸という動的視点の
一部分でしかない。
これを防ぐには
，視点の構造を価値判断でも使
えるようにさせることである
。視点を社会科で活
用する有効な理由は
，現在に止まらなくてもよい
という視点の特徴があるＯ情報さえあれば
，視点
を現在から未来へと移動することも可能になるし
，
架空の世界も見ることもできる
。そのため，視点
の働きを時間軸に置き
，現在から未来を見なけれ
ばならない
。時は，未来から現在を見ることも
必要になる
。これは，今の事象と時間の異なる事
象を
，仮想世界で視点を動かして考える創造的思
考である
。この思考ができてこそ，現在の問題の
本質をつかむことになる
。そのため，授業過程と
して
，未来予測場面を取り入れる必要が出てくる。
３
．視点，創造的思考を組み込んだ授業設計
視点と創造的思考を鍵概念として
，それぞれに
ついて明らかにした
。社会科授業の中で，それぞ
れはどのように位置づければよいか
，具体的に授
業設計の手順及び授業過程として表していく
。
(1)内容の視点と方法の視点
授業の中で
，視点を明確にしていかなければな
らない
。しかし，視点の働きである方法と構造と
もいえる内容が混同されてしまうことが多い
。
社会科授業で
，概念を捉えるために，事象の側
面を明らかにするなら，方法の視点を活用する前
に，教師の視点として事象の内容を明らかにする
必要かおる。
その上で
，児童の視点をどこに当てさせるかを，
知識の構造として考えていく必要かおる
。
（2）社会認識を育成する視点
，創造的思考を組み
込んだ社会科授業過程
下位の創造的思考
ヨト宀弋 幽 冂1湊 川
Eド 言熈T ゲ
個と全体の視点の往復運動視点の設定　視点の生成 視 ネットワーク化･視点転換　視点の成長
図3　視点,創造的思考を組み込んだ社会認識を高める授業過程社会認識を育成するためには，まず，内容の視
点で明らかになった視点を，方法の視点を用いて
社会事象の側面を様々な角度から探ることが大切
になる。
そのうえで，多様な側面を創造的思考でつなぎ
あわせ，事象の概念を作り上げていく事になるＯ
（3）市民的資質を育成する視点，創造的思考を組
み込んだ社会科授業過程
小集団の視点
小集団の視点
視点の設定　視点の生成　　視点のネットワーク化　視点の創造
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図４　視点,創造的思考を組み込んだ市民的資質を形成する授業過程
市民的資質の育成では
，まず，合理的意志決定
がなされるようモニタリングを通して，個の視点
を高めていく。
その後
，未来と現在を創造的思考で結び，未来
予測をすることによって
，視点の高まりとともに，
市民的資質の育成がなされていくことになる。
Ｖ。視点,創造的思考を組み込んだ社会科授業設計１．日本の水産業の内容視点
本授業モデルで扱う中心素材は，日本の水産業
の中での広島湾のカタクチイワシである。水産業
は，他の産業と比較し，多くの場合，児童の経験
とは遠い産業である。そのため，皃童の経験と近
い地域の水産業を扱うことが好ましい。
しかし，地域素材を扱ったがため，産業として
の日本の水産業の本質が捉えられなくなってはな
らない。そこで，教師がカタクチイワシを中心に
したイメージマップ（図５）を作成し，日本の水
産業 の素材として，適切であるかを考えた。
授業過程においても，教師のマップとは異なる
児童のイメージマップ作りを，授業前と単元 の最
後に取り入れた。そうすることで視点，創造的思
考の発展もマップの広がりにより児童自身 も確認
することができる。同時に，学級全体でのマップ
作りを，教室に掲示するなどの工夫も考えられる。
日
??
?
??
?
図５　日本の水産業「イワシ」を中心としたイメージマップ
２。視点，創造的思考を組み込んだ社会科授業
の実際
山
(2)
小単元　 水産業のさかんな地域（小学5年）
小単元の指導計画13）
過程 段　 階 時 主　 な　問　い 目　　　　　　標 資　 料
概
念
探
究
過
程
情報 収
集
情 報 の
分類 ・
比較
視
点
の
生
成
１
・この絵は， 何を表しているか
わかるかな。
・広島市で小イワシは， どれは
ど盛んに売られていたのだろ
うか。
・小イワシに対する動機付けと， 小ヽイワシ
が広島の名物であるということへの関心
を持つことができる。
イメー ジ マ
ップ
イワシ 売 り
の絵
行 商 の人 の
写真
学 習問
題の発
見
・広島市は小イワシが生育する
ために，どのような点て適し
ていたのか。
・広島の自然的条件が小 イワシの生育に適
していたことを知る。
ビデオ
新聞記事
なぜ，広島の名物だった，イワシ売りの声が消えかけているのだろう。
仮説 の
設定
視
点
の
設
定
１
・理由を予想してみよう。‘
・仮説を立ててみよう。
・どんな視点 に分けられるだろ
う。 イワシを中心に， みんな
で分けてみよう。
・日常の知識・経験を基に， 多様な視点か
らの予想を出すことができる。
・個人での視点を設定し， 減少理由の仮説
を立てる。
・学級全体で，どのような視点が設定さ れ
たか，吟味する。
予想カード
グループ の
仮説シート
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概念
探
究
過
程
仮説 の
根拠 と
な る資
料 の収
集
↓
検　証
↓
まとめ
視
点
の
ネ
ツト
ワＩ
ク化
Ａ
４
・イワシとはどういった魚なの
だろうか。
・イワシが減少すると， どのよ
うな影響が考え られるだろう
か。
・イワシの主な生態及 び特徴を理解するこ
とができる。
・瀬戸内海のカタクチ イワシの減少は， 稚
魚の乱獲が主な原因であることが理解で
きる。
・イワシの減少が，他へ与える要因かおる
ことを理解することができる。
児童図書
イワシ読本
ビデオ
魚の復元力
のグラフ
FAX
ﾇ|
案
ッも
･ｸ售
・イリコ業者の白地さん は， ど
のような方法でカ タクチイワ
シの水産加工をしているだろ
うか。
・カタクチイワシ漁業 は， この
ままでいいのだろうか。
・カタクチイワシを獲る人がい
なくなれば， 資源 は守れるだ
ろうか。
・質の高い水産加工品を作り出すための工
夫や努力を具体的な例を もとに理解する
ことができる。
・カタクチイワシの減少 には， シラ ス漁に
おおきな原因かおるが， シラス漁も止 め
れぬ原因かおることが理解できる。
白地さ ん の
話
児童図書
ビデオ
鴛
の
不
ツト
ワＩ
ク化
Ｃ
・一人当たり の蛋白質 の消費量
で，魚はどうして， 肉・畜産
物に追い抜かれたのか。
・今のままで， 消費者 はおいし
い魚を食べ続けることができ
るのか。
・日本人のライフスタイルの変化 により，
食文化まで変わって きたことが理解で き
る。
・環境を悪くすれば，魚 は少なくな るし，
安全でなくなるので， 環境を守る必要が
あることが理解できる。
たん 白質 の
量の変化
果
の
ネ
ツト
ワ
１
ク化
Ｄ
・どのようにして広 島以外の小
イワシが広島で売 られるよう
になってきたのか。
・売り手は，広島のものと広島
以外のカタクチイワシをどの
ようにしているのだろうか。
・冷凍技術や輸送路などの整備により， い
たみやすいカタクチイワシなどが， 輸送
できるようになったことが理解できる。
・小イワシとして市場に出す時には，鮮度
という付加価値をつけている。
イワ シが 経
済を動かす
(新聞)
まとめ
応　用
視
点
の
成
長
２
・日本の他の漁業 は， ど のよう
な現状なのだろうか。
・200 海里内の水域では，どのよ
うな漁業を 行っていこうとし
ているのか。
・日本の漁業 は, 200 海里水域が決められて，
どのような変化をして きたかを理解で き
る。
・近海で，作り育てる漁業に携わる人々の
仕事の様子や苦労について理解すること
ができる。
漁業 部 門別
の変化
水産 物 貿易
の推移
価
値
分
析
過
程
価　値
論　争
問　題
視
点
の
設
定
１
・日本の水産物の自給率は， ど
のように変化しているのだろ
う。
就業 者 数 の
変化
エビデ ン ス
カード
これからの日本の水産物は輸入に頼るべきであるか， 自給率を増
やす努力をするべきか。
事　実
の　分
析　検
討
視
点
の
不
ツ
トワ
｜
ク化
・世界の漁業生産 は増加傾向に
あるのに， 日本ではどうして
減少しているのか。
・消費者は， 海外か ら輸入した
水産物でいいのだろうか。
・日本のまわりの魚 は， このま
ま減少するのだろうか。
・双方の持つ長所，短所を互いにふまえて，
様々な角度から合理的に意志決定ができ
るようにする。
・水産資源を守るためにされている施策を
知るとともに，水産業従事者の工夫を理
解する。
立論シート
論点表
未　来
予　測 1ほ
の芟
１
・これからの日本 の水産業 はど
のようになるか， 視点を決め
て，自分なりの考えで想像し
て，まとめてみましょう。
・学習から得た情報もとに， 自分の視点を
明らかにして，未来を予測し自分なりに
まとめることができる。
イメージマッ
プ
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３．授業モデルの成果と課題
本論文においては
，まず，内容の視点を設け，
教師が内容の視点を整理する方法の一つとして，
題材を中心として内容視点で概念を作り上げると
いうイメ
ジーマップの手法を取り入れた。
それぞれの内容を線で結ぶことで
，どのような
関係にあるか明らかにすることができ
，創造的思
考を行わせる部分を明確にすることができた
。し
かし
，多くの内容視点,を含んだ授業なるとはいっ
ても
，発問しだいでは児童はその内容に視点を当
てることはできない
。そうなれば，創造的思考も
働くことはない
。児童にとって，捉えにくい内容
となっていては意味がない
。そこで，内容の視点
で明確になったことを
，捉えさせたい知識・問い
の構造化を同時に行っていく必要かおるＯ
また
，授業過程においては，視点の働き（方法
の視点）を活用し
，生産者・販売者・消費者・イ
ワシの視点の活用することで
，その事象について
仮想世界での思考が行いやすくなるであろう
。
つぎに
，市民的資質育成の場合には厂巨常的な
論争問題を用いて論争をし
，個々が意志決定をし
ていくことが重要になる
。本モデルにおいては，
イワシという典型から入り
，日本全体の水産業の
全貌をつかむことで
，水産業の概念をつかみ，論
争問題を考える形態を取った
。この事で，論争問
題を行う場合
，イワシ及び日本の水産業の現状が
大きな情報として論争場面で活用されていく
。こ
の概念をつかむ段階がなければ
，資源管理か輸入
か
，児童にとっては切実感がなくなってしまう。
この切実感こそ
，概念をより高めていく新たな問
題の発見力となる。
また
，論点表を用いることで，論争問題につい
て内容視点の整理がされ
，お互いの立場での考え
についての不備な点が確認される
。この確認は，
モニタリングであり
，知識として欠けている部分
を指摘しあうことで補い
，新たな視点に高めてい
くための創造的思考の
一つである。
以上述べた成果とともに
，本授業モデルの課題
としては
，創造的思考の具体的な内容と，視点が
高まる方法についての整理が十分にされないまま
であった
。今後，そうした部分の整理を行実践
の中でさらに考えていく必要かおる。
VI.おわりに
本研究では
，視点，創造的思考の概念を明らか
にし
，社会科授業にどのように組み込むかを考え，
授業モデルを提案した
。今後，さらなる授業実践
を行い，理論の修正を行っていきたい。
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